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Seismicity at Suwanosejima Volcano in October 1998
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諏訪之瀬島火山第３回集中総合観測の一環として，1 9 9 8年1 0月に地震観測を１０日間実施した．活動火口の
0.4kmから山麓にかけての２台の短周期地震計と5台の広帯域地震計を配置した．

B型地震の発生状況は不活発であった．噴気活動に伴うと見られる微動が消長を伴って観測された．この微動の
スペクトルは１～６Hz間に多くのpeakを有する特徴がある．

1 9 9 8年1 0月2 3日から2 4日にかけて島内において２回の震度Ⅲを含むA型地震の群発があった．震源は火口直下で
はなく火口から東側に馬蹄形上に開いたカルデラ壁の南側の深さ１～３k mに分布した．この地震のあと徐々にで
はあるが火山活動が活発化している．

背景：諏訪之瀬島火山第３回集中総合観測の一環として，1 9 9 8年1 0月に地震観測を約１０日間実施した．諏訪
之瀬島における連続地震観測は京大防災研によって1 9 8 9年5月から山麓における１点で実施されている( I g u c h i ,
1 9 9 1 )．今回はこの観測を補う形で，活動火口の0 . 4 k mから山麓にかけての７点に地震計を配置した．観測期間中
の火山活動は諏訪之瀬島火山としては静穏であり爆発的噴火は発生しなかった．

観測方法：観測点の配置は地形的な制約により島の南南東から南南西の範囲に限られる．地震計は短周期（１
秒）３成分地震計２台と広帯域地震計５台を用いた．火口から0 . 4 k m地点に設置した短周期３成分地震計の出力は
無線テレメータを用いて伝送し，観測基地においてリアルタイム可視記録を行い火山活動の急変に備えた．その
他の地震計はデータロガーを用い現地記録とした．

結果：B型地震の発生状況は第１回の集中観測時( 1 9 8 4年)のような相似型などの発生も無く不活発であった．こ
れは観測期間中，爆発的噴火活動はなく表面現象が静穏であったことを反映しているものと考えられる．火山性
微動については噴煙に伴う微動は観測されなかったが，噴気活動に伴うと見られる微動が消長を伴って観測され
た．この微動のスペクトルは１～６H z間に多くのp e a kを有する特徴があり，m o n o t o n i cやh a r m o n i c t r e m o rとは
対照的な波形となっている．小振幅時のスペクトルも振幅の大小以外には同様な構造を持っておりこの種の微動
が常時発生していたと考えられる．観測期間中の1 9 9 8年1 0月2 3日から2 4日にかけてA型地震の群発があった．この
群発は島内において２回の震度Ⅲを含むもので( Mは2 . 6と2 . 5 )，1 9 8 9年5月の連続観測開始以来最大規模のものであ
った．震源計算の結果，これらの地震は火口直下ではなく火口から東側に馬蹄形上に開いたカルデラ壁の南側の
深さ１～３k mに分布した．この地震のあと徐々にではあるが火山活動が上向きになっているようで，2ヶ月半後
の1 9 9 9年1月7日に1 9ヶ月ぶりに明瞭な空震を伴う爆発が発生し以後2月中旬までに合計2回の爆発が発生している．
従って，この地震はマグマの供給に伴うストレスが構造的に不連続なカルデラ壁に集中したためと考えることが
可能であり今後の火山活動の推移が注目される．


